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スコットランド国民投票 報告会を開催
住民投票は民主主義の学校と言われます。
実施決定から2年。独立の是非を問う国民
投票を通してスコットランド社会はどう変
わったのでしょうか？ 世界の住民投票を追
う若きジャーナリスト、大芝健太郎さん（緑
の党サポーター）による現地報告会を11/9

（日）14時から緑の党事務所で行います。
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カンパにご協力を !

〒166-0002
東京都杉並区高円寺北2-3-4 高円寺ビル601
TEL 03-5364-9010　FAX 03-3223-0080

E-Mail greens@greens.gr.jp

城南信用金庫　高円寺支店（店番号036）　普通預金
口座番号:340392　名称:緑の党グリーンズジャパン

郵便口座　ゆうちょ銀行　
口座番号:00100-9-262967　名称:緑の党
　他金融機関からのお振り込みの場合　当座預金
　店名:〇一九（ゼロイチキュウ）　口座番号:262967

実
り
の
秋
、収
穫
の
秋
。お
米
が

豊
作
だ
し
、美
味
し
い
。
千
葉

県
匝
瑳
市
に
あ
る
我
が
家
の
田
ん
ぼ

で
は
3
2
0
㎡
の
広
さ
で
1
6
0

㎏
の
お
米
が
穫
れ
た
の
で
す
。
米
を

自
給
す
る
よ
う
に
な
っ
て
6
年
、
収

穫
量
が
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
乾
い

た
稲
の
根
本
を
“
ザ
ク
、
ザ
ク
、
ザ

ク
”
と
鎌
で
切
り
進
む
快
感
。
頭
を

擡
げ
る
と
体
を
吹
き
抜
け
る
風
が

潤
ん
だ
汗
を
冷
や
し
て
く
れ
ま
す
。

“
あ
ぁ
、
気
持
ち
い
い
”と
思
わ
ず
呟

き
、
小
さ
な
谷
津
に
遥
か
続
く
樹
々

の
緑
と
稲
穂
の
黄
金
色
に
悠
久
の

時
を
感
じ
、
ハ
ッ
と
息
を
呑
む
程
で

す
。
そ
ん
な
労
働
の
夜
は
ビ
ー
ル
も

美
味
し
く
、
虫
の
音
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
深
い
眠
り

に
着
け
ま
す
。

N
P
O 

S
O
S
A 

P
R
O
J
E

C
T
の
「
Ｍ
ｙ
田
ん
ぼ
」
に
申
し
込

み
、
4
月
か
ら
初
め
て
田
ん
ぼ
に
取

り
組
ん
だ
27
人
も
た
い
て
い
が
豊
作

で
す
。
こ
こ
の
田
ん
ぼ
で
自
給
で
き

る
こ
と
に
自
信
を
つ
け
た
何
十
人

も
が
、
北
は
北
海
道
、
南
は
西
表
島

へ
と
都
心
か
ら
散
っ
て
行
き
ま
し
た
。

移
住
し
た
地
域
で
活
躍
し
て
い
る

彼
ら
の
姿
を
マ
ス
コ
ミ
で
見
か
け
た

り
、
と
き
お
り
届
く
便
り
か
ら
の
暮

ら
し
や
生
業
の

充
実
ぶ
り
に
、
腹

の
底
か
ら
嬉
し

さ
が
込
み
上
げ

て
き
ま
す
。
か
つ

て
街
で
時
間
に

追
わ
れ
た
人
た

ち
は
地
方
で
時
間
を
取
り
戻
し
、
幸

せ
を
取
り
戻
し
、
た
い
て
い
が
未
来

へ
の
社
会
的
ア
ク
シ
ョ
ン
を
始
め
る

よ
う
で
す
。

「
さ
て
、ど
う
だ
、ざ
ま
ぁ
み
ろ
、安

倍
晋
三
よ
！ 

都
会
の
消
費
者
を
減

ら
し
て
自
給
者
を
増
や
し
、
G
D
P

を
下
げ
た
る
ぞ
！ 

ア
ン
タ
は
地
方

に
も
景
気
回
復
な
ど
と
嘯
き
、
む

し
ろ
人
と
地
方
を
疲
弊
さ
せ
る
。
そ

う
じ
ゃ
な
い
。
街
か
ら
ダ
ウ
ン
シ
フ

ト
し
た
人
々
や
地
方
で
活
動
す
る

人
々
が
合
流
し
、
各
地
各
地
か
ら
起

こ
る
種
々
に
富
ん
だ
変
革
が
、
霞
ヶ

関
を
変
え
る
べ
く
攻
め
上
が
っ
て
ゆ

ん
だ
」。
望
む
未
来
と
真
逆
に
ゆ
く

自
民
政
権
に
、
心
の
中
で
こ
う
吠
え

て
い
ま
す
。

緑
の
人
々
も
出
遅
れ
ず
に
！ 

時

代
変
革
の
収
穫
へ
む
け
て
統
一
地
方

選
で
各
地
に
種
を
蒔
き
ま
し
ょ
う
、

緑
の
初
々
し
い
芽
を
出
す
チ
ャ
ン
ス

が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
の
で
す
か
ら
！

髙坂　勝
東京池袋にOrganic Bar を独り営み、人々を生業／自給／地方移住などのダウンシフトにそそのかし続けて
10年。犠牲者が後を絶たない。自給自立がテーマの NPO SOSA PROJECT 創設。緑の党初代共同代表。
著書『減速して自由に生きる ダウンシフターズ』

～飲み屋のオヤジの小さなつぶやき～　土へ生業へ

こ
の
夏
ま
で
日
本
に
留
学

し
て
い
た
金
旻
頎
さ
ん
。
現
在

は
台
湾
に
戻
り
、高
雄
市
議
選

に
挑
戦
す
る
梁
益
誌
さ
ん
の

選
対
チ
ー
ム
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。11
／
29
投
開
票

の
統
一
自
治
体
選
挙
情
勢
に
つ

い
て
台
湾
緑
の
党
の
コ
メ
ン
ト

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
年
の
台
湾
地
方
自
治
体
選
挙
で
は
、
出
自
が
以

前
の
悪
徳
政
治
家
と
違
っ
た
新
た
な
立
候
補
者
が
出

て
き
ま
し
た
！ 

地
方
自
治
体
選
挙
か
ら
、
腐
敗
し

た
政
治
文
化
を
変
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
。

台
湾
緑
の
党
は
今
年
の
地
方
自
治
体
選
挙
で
は
、

10
名
の
緑
の
党
の
名
前
を
掲
げ
た
立
候
補
者
を
推
薦

し
ま
し
た
。
こ
の
10
名
の
立
候
補
者
は
L
G
B
T
運

動
、
環
境
運
動
、
カ
ジ
ノ
反
対
運
動
や
不
当
な
土
地

収
用
の
反
対
運
動
な
ど
市
民
運
動
に
力
を
入
れ
て
い

る
活
動
家
た
ち
で
す
。
地
方
議
会
に
入
り
、
地
方
自

治
を
改
善
す
る
覚
悟
を
持
っ
て
、
選
挙
に
出
ま
す
。

今
年
、
緑
の
党
は
新
た
な
立
候
補
の
推
薦
制
度
を

作
り
ま
し
た
。
5
つ
の
市
民
団
体
の
推
薦
と
選
挙
区

得
票
率
1
％
の
市
民
署
名
と
い
う
2
つ
の
条
件
が
あ

る
と
、
国
民
の
意
見
を
代
理
す
る
政
治
代
理
人
（
立

候
補
者
）に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、
政
治
代
理
人
は
「
政

治
代
理
人
公
約
」
を
署
名
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

公
約
内
容
は
選
挙
費
用
の
透
明
化
と
公
開
な
ど
で
す
。

2
0
1
4
年
、
緑
の
党
は
「
挺
好
的（
い
け
る
！
）」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
作
り
ま
し
た
。
立
候
補
者
た
ち

が
社
会
か
ら
の
支
持
を
得
て
地
方
議
会
に
い
け
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
！

8月20日未明から朝にかけ広
島市安佐南区・安佐北区を襲っ
た土砂災害。緑の党会員有志も
ボランティアに駆けつけ、実情を
調査して市議、国会議員、マス
コミなどに報告書にまとめて提出しました。交通機関など
の復旧は９月上旬でかなり進みました。一方で、被災され
たみなさまへのきめ細かな生活支援がますます重要になっ
ています。充実した福祉社会を実現することが、災害への
強さにつながることを痛感しました。（広島市 さとうしゅういち）

 

福祉の充実が災害への強さにつながる

10/19 は土と平和の祭典
暮らしの種まきエリアで出店＆トーク

今年も「土と平和の祭典」に
「グリーンマルシェ」を出店。手
に取ることのできる「緑の想い」
が詰まった美味しい楽しいもの
が全国の会員・サポーターか
ら集まります。また、元共同代表髙坂勝さんの司会で成
田市議・会津素子さん、あきる野市議・中村則仁さん、
郡山市議・滝田はるなさん、秩父市議・清野和彦さんを
迎え、「地域から始める種まき」をテーマにトークイベン
トも企画しています。一緒に緑の種をまき、たくさんの人
と繋がりましょう！　●日時:10月19日（日）10時〜 16時　 
●場所:お台場・潮風公園 太陽の広場／暮らしの種まきエリア 
●問合わせ：佐藤真（090-8479-9218）

台湾 緑の党は 10 名の候補者を擁立した !
台湾 緑の党組織部主任　陳婉娥　（翻訳:台湾緑の党会員　金旻頎）挺好的!

いける！

第１回　11/30　　「広報」がわかると「活動」がかわる 
第２回　  1/18 ブランディングと２WAYコミュニケーション 
第３回　  3/  1 広報にこそNVC（共感的コミュニケーション）が必要 
第４回　  5/10 スローガンとキャッチフレーズ 
第５回　  6/27, 28 型とフリースタイル（「多様性」と「統一ルール」） 
第６回　  8/22 メディアの使い方

広報的なモノの見方やスキルを、大企
業や政府だけのものからみんなのもの
に。緑の党の会員・サポーターのみな
さんはもちろん、NPOや市民団体や
スモールビジネスに関わる方を対象に、
コミュニケーション力・企画力UPのた
めの、実践的連続講座を開催します。

ファシリテーター：中園順子さん
大手広告代理店コピーライターの経験を活か
し、個人も地球も持続可能な幸せを実現する
ための情報発信中。

はじめるよ、「広報の民主化」「広報の自給」

辺野古に行こう
　沖縄の〝熱い夏〟がいよいよ沸騰し始めている。しゃにむ
に進める政府の工事強行に、一日でも工事を遅らせる24
時間体制で抗議行動が組まれている。11月16日の県知
事選を睨んでの動きだ。野党統一候補になった翁長那覇
市長の勝利の可能性が高まり、政府はそれまでに工事が
後戻りできない段階に進めようとしている。住民はこれに
必死で抵抗しているのだ。私たちヤマトンチューは辺野古
に駆けつけなければならない。しかしそれは決して「支援

に」ではない。原発もTPP
も沖縄基地もあるいは集
団的自衛権問題も、日米
同盟を規定している安保
条約ゆえ。日米同盟の見
直しに踏み込まないと、この国の本質的な問題は何ら解決
しない。その日米安保に抗する最前線が、いま辺野古な
のだ。「辺野古へ行こう！」。（長崎県五島列島在　歌野  敬）

11/30
始動！　

政治が生活と深く結びついたものであるための、市民としての役割を果たすこと。
政治を足元から積み上げていくために、
緑の党は顔の見える地域単位での活動の充実につとめています。

沖縄は今、１１月の県
知事選を目前に緊迫し
た状況が続いています。
今回は八重山民謡の第
一人者、大工哲弘さんとジンタらムータの共演で、沖縄の豊
かな自然と心を伝えます。
●日時:10月6日（月） 開場:18:30 開演:19:30　●会場:阿
佐ヶ谷ロフトA（03-5929-3445）　●出演:大工哲弘×ジンタ
らムータ　●料金:前売¥3500　当日¥3800（別途1ドリン
ク¥500必要） 会員・サポーター特別チケットあり●予約・問
合わせ:ohba@media-ave.com（大場）　

【今後の予定】 ●11/15（土） 友川カズキ ●12/24（水） 山崎ハコ

沖縄からのメッセージ～ 海は語り　風は唄う～ 
緑の党 会員発プロジェクト

「オルタナミーティング」vol.2 開催！



1 グローバルグリーンズ憲章の6つの政治理念に基づき
「緑の社会ビジョン」の実現をめざします。国政に緑の議席を!

エコロジカルな
知恵

社会的
公正・正義

参加
民主主義　

非暴力・
平和

持続
可能性

多様性の
尊重

2014年 9月25日　vol.15

CONTENTS
P1	 あなたの選挙がやってくる		地方から政治を変える！
P2	 地方議会選挙報告　ほか
P3	 インタビュー　前広島市長・秋葉	忠利さん　ほか
P4	 会員からの報告	ほか　

GREENSJAPAN SNAP

6月の杉並区議補選で善戦した川野たかあき。来年に向け
て準備中。

新潟県胎内市議選	。佐藤ひろしは今年の選挙スクール卒業
生当選第1号。

兵庫県高砂市議選。緑の党公認候補として当選した井奥まさき。

地方から政治を変える！

東京

東京都本部
4月13日設立

千葉

千葉県本部
9月に設立予定

東海

東海本部
（岐阜・愛知・三重）
6月1日設立　

北陸

北陸本部
（石川・福井・富山）
設立準備中

埼玉

埼玉県本部
設立準備中　

神奈川

神奈川県本部
10月に設立予定

長野

信州本部
10月に設立予定

山梨

山梨県本部
設立準備中

宮城

宮城県本部　
設立準備中

新潟

新潟県本部
設立準備中

静岡

静岡県本部
設立手続中　

大阪

大阪府本部
4月6日設立

京都

京都府本部
4月27日設立

兵庫

兵庫県本部
3月29日設立

福岡

福岡県本部
設立準備中

大分

大分県本部
設立準備中

政治が生活と深く結びついたものであるための、市民としての役割を果たすこと。
政治を足元から積み上げていくために、
緑の党は顔の見える地域単位での活動の充実につとめています。

2
0
1
5
年
、
緑
の
党
の
議
員
を

1
2
0
名
に
倍
増
さ
せ
ま
す

2
0
1
5
年
4
月
、
私
た
ち
の
こ
れ
か

ら
の
暮
ら
し
を
左
右
す
る
、
統
一
自
治
体
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
自
民
党
・
安
倍
政
権
が
、

原
発
の
再
稼
働
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
に
突
き
進
む
な
か
、
自
治
体
で
も
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
脅
か
す
よ
う
な
決
定
が
行
わ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
緑
の
党
は
、暮
ら
し

を
よ
り
安
心
で
豊
か
に
す
る
た
め
、
そ
し
て

政
治
を
よ
り
市
民
に
開
か
れ
た
も
の
に
す
る

た
め
、立
候
補
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
目
標

は
、
現
在
の
60
名
か
ら
、
1
2
0
名
に
自
治

体
議
員
を
倍
増
す
る
こ
と
で
す
。
さ
あ
、
あ

な
た
も
市
民
の
代
表
と
し
て
、
選
挙
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

地
方
自
治
は
政
治
の
中
核
そ
の
も
の

ド
イ
ツ
連
邦
の
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
第
6

代
大
統
領
は
、
繰
り
返
し
こ
う
演
説
し
ま
し

た
。
自
治
体
の
政
治
こ
そ
国
の
中
核
を
形
作

る
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
の
日
々
の
生
活
そ

の
も
の
で
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
日
本

の
政
治
は
国
も
地
方
自
治
体
も
、
住
民
が
充

分
に
参
加
で
き
る
制
度
に
な
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
緑
の
党
は
、
自

立
し
た
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分
た
ち

の
暮
ら
す
地
域
の
政
治
に
関
心
を
持
ち
、
責

任
を
持
っ
て
関
わ
る
と
い
う
、「
参
加
型
民
主

主
義
」
を
追
求
し
て
い
る
の
で
す
。

住
ん
で
い
る
町
や
村
を
、

も
っ
と
良
く
知
る
チ
ャ
ン
ス

自
治
体
の
選
挙
は
、
候
補
者
だ
け
で
な

く
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分
自
身
が

暮
ら
す
町
や
村
の
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
面
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
日
本
は
O
E
C
D
加
盟
国
（
い
わ
ゆ

る
先
進
国
）
の
中
で
最
も
女
性
議
員
の
少
な

い
国
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ご
存
知
で
し
た

か
? 

現
在
、
女
性
の
国
会
議
員
は
約
10
％
、

2
0
1
2
年
の
時
点
で
、
都
道
府
県
議
会
議

員
8
・
7
％
、
市
町
村
議
会
で
は
13
・
4
％

（
※
1
）と
、
と
て
も
「
国
民
」
の
半
数
を
占
め

る
女
性
の
声
が
代
弁
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
の
が
現
状
で
す
。

税
金
は
ち
ゃ
ん
と
使
わ
れ
て
る
？

全
国
1
7
1
8
自
治
体
へ
の

調
査
活
動
開
始
！

緑
の
党
で
は
、
来
年
4
月
の
統
一
自

治
体
選
挙
に
向
け
て
、
会
員
や
市
民
と

一
緒
に
全
国
1
7
1
8
の
全
基
礎
自

治
体
に
お
け
る
、
女
性
議
員
の
割
合
や

兵
庫
県
議
会
に
端
を
発
し
現
在
全
国

で
発
覚
し
て
い
る
議
員
の
政
務
活
動
費

の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
を
開
始

し
ま
す
。
あ
な
た
の
町
の
議
員
は
、
政

務
活
動
費
を
正
し
く
使
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
? 

チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
は

確
立
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
? 

議
会

は
、
私
た
ち
の
税
金
で
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
み
ん
な
で
調
査
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
自
治
体
に
ど
ん
な
問
題
が
あ
る

の
か
、
何
が
必
要
な
の
か
、
そ
し
て
ど

ん
な
議
員
が
必
要
か
、
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
!

自
治
体
議
員
が
ひ
と
り
い
れ
ば
、

こ
ん
な
に
町
が
、
村
が
変
わ
る
!

緑
の
党
に
参
加
す
る
自
治
体
議
員

は
、
自
分
た
ち
の
町
や
村
を
よ
り
民
主

的
に
、
よ
り
人
や
環
境
に
優
し
い
地
域

に
し
た
い
と
立
ち
上
が
っ
た
市
民
で
す
。

市
民
の
意
見
が
政
治
に
反
映
で
き
る
よ

う
、
住
民
投
票
制
度
、
自
治
体
の
予
算

策
定
に
住
民
が
参
加
で
き
る
制
度
、
重

要
な
政
策
を
議
論
す
る
審
議
会
の
民

主
化
・
透
明
化
な
ど
を
訴
え
、
実
現
し

て
来
ま
し
た
。
例
え
ば
東
京
都
小
金
井

市
の
常
設
型
住
民
投
票
制
度
の
設
置

な
ど
が
実
現
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ひ

と
り
で
も
緑
の
議
員
が
議
会
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

統
一
自
治
体
選
挙
は
、
あ
な
た
自
身

の
選
挙
で
す
。
選
挙
に
参
加
し
、
一
緒

に
地
方
か
ら
日
本
の
政
治
を
変
え
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

2015年4月 あなたの選挙がやってくる

草の根民主主義　底辺民主主義　参加型民主主義

※1 内閣府「都道府県別全国女性の参画マップ」http://www.gender.go.jp/policy/mieruka/government.html!

緑
の
党
グ
リ
ー
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン	

共
同
代
表
・
選
対
本
部
長

　
長
谷
川 

羽
衣
子
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地方議会に緑の政治を

みどりの選挙＆政治スクール卒業生　それぞれの挑戦！

20
代
は
怒
濤
の
季
節
。
日
雇
い
労

働
を
し
な
が
ら
水
俣
、
奄
美
、
沖

縄
を
旅
し
て
い
た
。
や
が
て
子
ど
も

が
出
来
て
会
社
員
と
な
り
、
東
村

山
に
定
住
し
た
。
保
育
園
や
学
校

関
係
で
地
域
社
会
と
初
め
て
付
き

合
っ
た
。
14
年
前
に
父
子
家
庭
と
な

り
、
現
在
、
大
学
生
・
高
校
生
の
3

人
を
子
育
て
中
。近
所
の
親
友
た
ち

や
保
育
士
や
先
生
に
ど
れ
だ
け
助
け
ら
れ
た
こ
と
か
。
ぼ
く
は

こ
の
ま
ち
が
大
好
き
に
な
っ
た
。い
ろ
い
ろ
な
市
民
活
動
を
楽
し

め
る
熱
い
ま
ち
東
村
山
!

去
年
の
三
宅
洋
平
氏
の
選
挙
フ
ェ
ス
に
感
動
し
て
グ
リ
ー
ン

ズ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
り
、
今
年
の
選
挙
ス
ク
ー
ル
を
受
講
し

て
会
員
に
な
っ
た
。
計
10
回（
プ
レ
含
む
）の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
濃

厚
か
つ
刺
激
的
で
沢
山
の
勇
気
を
も
ら
っ
た
。

現
職
の
圧
倒
的
有
利
の
な
か
で
無
名
の
新
人
が
勝
つ
の
は
相

当
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
し
か
し
、
い
つ
だ
っ
て
状
況
を
切
り
開
く

の
は
自
ら
の
意
志
で
あ
る
。
体
力
あ
っ
て
の
闘
い
な
の
で
ジ
ョ
ギ

ン
グ
も
始
め
た
。
信
頼
出
来
る
仲
間
を
作
ろ
う
。
批
判
や
妨
害

さ
え
楽
し
む
く
ら
い
の
余
裕
を
持
と
う
。
住
ん
で
る
ま
ち
を
愛

し
て
い
る
の
は
当
た
り
前
で
、
問
わ
れ
て
い
る
の
は
「
ま
ち
に
愛

さ
れ
て
い
る
か
?
」
な
の
だ
。
全
国
の
み
ど
り
の
戦
士
た
ち
よ
、

春
に
は
皆
で
共
に
笑
お
う
で
は
な
い
か
。

関根 ひろし 東京都東村山市議選

僕
の
住
む
福
井
市
は
人
口
26
万
人

で
、県
内
の
3
分
の
1
が
集
中
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
た
だ
県
庁
所

在
地
で
あ
る
と
い
う
以
上
に
、
福
井

県
に
お
け
る
福
井
市
の
役
割
は
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
来
年
4
月
の
福
井
市

議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
も
、
原
発

問
題
を
掲
げ
て
選
挙
に
臨
む
候
補
は

見
え
て
き
ま
せ
ん
。

僕
が
挑
戦
し
た
い
と
決
意
し
た
の
は
、2
0
1
2
年
12
月
。
県

議
会
補
欠
選
挙
の
と
き
で
し
た
。
当
時
は
今
よ
り
も
県
民
の
脱

原
発
熱
は
強
か
っ
た
は
ず
で
す
が
、そ
れ
で
も
各
陣
営
は
原
発
を

政
策
に
掲
げ
よ
う
と
せ
ず
、
公
示
直
前
、
僕
は
立
候
補
を
表
明

し
ま
し
た
。

落
選
し
た
後
、
僕
は
除
染
で
福
島
入
り
し
ま
す
。
福
井
県
若

狭
の
原
発
で
同
等
の
事
故
が
あ
っ
た
と
き
、
地
域
で
何
が
起
こ
る

か
、
一
年
に
渡
っ
て
つ
ぶ
さ
に
見
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
も
進
行
中
の
生
々
し
い
現
実
は
、
僕
の
深
い
と
こ
ろ
に
根
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

前
回
僕
は
土
壇
場
に
立
候
補
し
て
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

告
示
が
目
前
に
迫
っ
て
か
ら
悩
ん
で
も
遅
い
の
で
す
。
決
断
し
て

も
苦
労
は
多
い
で
す
。
当
選
す
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
立
候
補
を
決
意
し
た
な
ら
、
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

木下 けんいちろう 大飯原発差止め訴訟原告団事務局  元自衛官福井県福井市議選

松
戸
市
の
増
田
か
お
る
で
す
。
現

在
、
17
歳
と
12
歳
の
子
ど
も
を
育
て

て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
11
月
の
市
議

会
議
員
選
挙
に
、
母
親
の
立
場
で
挑

戦
し
ま
す
。

始
ま
り
は
、
松
戸
市
が
3
年
前
、

放
射
能
の
汚
染
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。
当
初
は
松
戸
市

や
教
育
委
員
会
に
対
策
を
求
め
、
そ

し
て
、
議
員
さ
ん
達
に
私
た
ち
の
思
い
を 

訴
え
ま
し
た
。
で
も
、

母
親
た
ち
の
願
い
を
真
剣
に
受
け
止
め
て
く
れ
た
議
員
さ
ん
は
、

ほ
ん
の
一
部
で
し
た
。
こ
れ
は
、
女
性
議
員
、
と
り
わ
け
、
子

育
て
を
し
て
い
る
、
現
役
の
母
親
世
代
の
議
員
が
極
端
に
少
な

い
せ
い
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

で
も
、
女
性
の
立
候
補
は
現
実
的
に
大
変
で
す
。
ま
ず
、
何

と
言
っ
て
も
夫
の
理
解
!! 

そ
し
て
、
親
と
子
ど
も
。
何
と
か
理

解
を
得
て
、
同
居
の
姑
に
夕
飯
は
お
願
い
し
ま
し
た
。
掃
除
は

捨
て
ま
し
た（
笑
）!! 

私
に
何
が
出
来
る
の
か
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
私
に
し
か
出

来
な
い
役
割
が
あ
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て
、
あ
る
意
味
で
は
気
負

わ
な
い
で
歩
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
生
の
う
ち
で
、
こ
ん
な

に
人
と
会
っ
て
繋
が
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
も
成
長
で
き
る
時

期
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
!

増田 かおる 放射能からこどもたちを守ろう関東ネット 前代表千葉県松戸市議選

私
は
3
人
の
子
供
を
育
て
な
が
ら

パ
ー
ト
で
働
く
、
ご
く
一
般
的
な
主
婦

で
す
。長
女
が
世
界
で
報
告
例
が
20
人

弱
の
染
色
体
異
常
で
、
当
時
6
才
以

降
の
生
存
報
告
例
が
な
か
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
福
祉
や
市
政
に
興
味

を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
障
害
の

あ
る
子
を
育
て
る
過
程
は
苦
楽
の
連

続
で
、「
私
が
経
験
し
た
こ
の
苦
労
は
、

後
に
続
く
誰
か
も
同
じ
く
経
験
す
る
か
も
し
れ
な
い
。誰
か
が
困
っ

た
時
に
私
の
経
験
が
話
せ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
た
い
。」と
、い

う
思
い
が
湧
き
あ
が
り
、
私
の
活
動
の
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

立
候
補
を
考
え
る
き
っ
か
け
は
、
活
動
の
賛
同
者
で
も
あ
る

市
議
さ
ん
の
推
薦
で
す
。
立
候
補
に
値
す
る
要
素
が
私
に
あ
る
の

か
、
そ
の
見
極
め
に
な
れ
ば
と
思
い
選
挙
ス
ク
ー
ル
に
申
込
み
ま

し
た
。
ス
ク
ー
ル
に
は
様
々
な
社
会
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
々
が

集
ま
っ
て
い
て
、参
加
者
相
互
の
意
見
交
換
は
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
講
義
資
料
は
初
心
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
、
現
職
市
議
の
体
験
談
や
実
践
的
な
講
習
を
体
験

す
る
に
つ
れ
「
実
際
に
選
挙
を
や
っ
て
み
た
い
」
と
、
気
持
ち
が

前
に
動
き
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
、
私
は
選
挙
に
向
け
て

ス
タ
ッ
フ
を
召
集
し
、
行
動
で
も
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。
協
力
を

快
諾
し
て
く
れ
た
友
人
達
へ
の
感
謝
の
思
い
を
忘
れ
ず
に
精
進

し
、
選
挙
活
動
を
楽
し
み
な
が
ら
乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小田川 あつこ  障害者支援の会「積み木」前会長千葉県白井市議選

　　　　　　　　　　　ローカルマニフェスト作成中

緑の党政策チームではローカルマニフェスト（地方自治体
選挙政策公約集：全国標準版）を作成、第一次案を8

月9－10日に行われた政策フォーラムで発表しました。市民
がつくるローカルマニフェストとして、9月12日まで組織内外
に呼びかけて意見を広く募集、10月1日の公開に向けて準備
を進めています。また各地域では、この標準版をもとに勉強会
を開いたり、独自版の策定について話しあいが持たれています。

自治体レベルでの政策課題を整理！受講生
募集中2015 年４月の統一地方選挙に立候補しよう

まだ間に合う！

各地の選挙
当選 9/7 兵庫県高砂市議選 公認 井奥 まさき 元職

当選 9/21 新潟県胎内市議選 推薦 佐藤 ひろし 新人

11/16 千葉県松戸市議選 推薦 増田 かおる 新人

11/16 鳥取県鳥取市議選 推薦 井上 さとる 新人

11/16 兵庫県尼崎市長選 支持 稲村　和美 現職　

12/15 茨木県議選 推薦 野口 おさむ 新人

母親の願いを受け止めてくれる議員を大好きになった東村山！

私の悲しみを無駄にしないために誰も原発反対と言わない福井市

会社員・『福島の子どもたち保養プロジェクトin 東村山』事務局理事

11/1（土） 午後1時～6時：選挙の基礎知識・魅力的な候補者とは・有権者に訴える7つの方法

11/2（日） 午前10時～午後1時：表現力が当落を決める・戦略を立てる
受講料 5,000 円（選挙マニュアル 2 冊付き）

選挙スクール・ファイナル ＠東京

「選挙スクール・福岡出張講座」  11/15 開催予定
※いずれも詳細は緑の党webサイトか担当・宮部（090-1548-5929）まで

井奥まさき佐藤ひろし

野口おさむ
井上さとる稲村和美 増田かおる
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市
民
の
意
思
で
動
か
す
政
治

―
―
秋
葉
さ
ん
は
い
つ
も
、
国
家
と
都

市
・
自
治
体
と
を
対
置
し
て
お
話
し
さ

れ
ま
す
。
国
家
と
都
市
と
の
最
も
違
う

点
は
な
ん
な
の
で
し
ょ
う
か
?

 

か
つ
て
の
封
建
制
度
の
も
と
で
は
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
小
国
間
で
戦
争
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
ま
と
め
ら
れ
て
一

つ
の
国
家
に
な
っ
て
、
そ
れ
は
歴
史
的
に

は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
考
え
て
も
い
い

の
で
す
が
、
一
度
国
家
が
で
き
て
し
ま
う

と
結
局
、
権
力
の
ト
ッ
プ
に
位
置
す
る

人
た
ち
や
機
関
が
、
自
ら
の
価
値
観
に

よ
っ
て
全
て
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
中
央
集
権
で
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
。
し

か
も
、
そ
の
基
本
的
な
価
値
観
と
は
、
つ

ま
り
、
組
織
を
律
す
る
基
本
的
な
枠
組

み
は
、「
支
配
」
と
「
被
支
配
」
の
関
係

な
の
で
す
。

―
―
小
国
同
士
で
の
戦
争
は
な
く
な
る

代
わ
り
に
、
国
全
体
が
中
央
の
価
値
観

で
画
一
的
に
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
…
…
。

歴
史
的
な
背
景
に
縛
ら
れ
て
、国
家
を

そ
の
文
脈
で
の
み
定
義
し
理
解
す
る
代

わ
り
に
、
未
来
の
国
家
を
ゼ
ロ
・
ベ
ー
ス

で
定
義
し
よ
う
と
す
る
と
、
都
市
が
そ
の

モ
デ
ル
に
な
り
ま
す
。
都
市
、
つ
ま
り
基

礎
自
治
体
が
大
事
な
の
は
、政
治
的
存
在

と
し
て
の
地
方
政
府
が
、
住
民
や
市
民
と

直
接
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

す
。
ご
み
の
問
題
を
例
に
挙
げ
る
と
、
ご

み
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
事
実
に
基
づ

い
て
議
論
が
で
き
る
。
現
在
の
国
家
に
は

失
わ
れ
た
と
言
っ
て
も
良
い
、
市
民
の
意

思
を
反
映
で
き
る
政
治
形
態
で
す
。

上
か
ら
の
支
配
に
よ
っ
て
動
く
と
い
う

構
造
を
本
来
の
姿
に
戻
し
て
い
っ
て
政
治

全
体
を
変
え
て
い
く
と
い
う
意
味
で
、
基

礎
自
治
体
に
も
っ
と
注
目
し
て
、
都
市
・

自
治
体
を
出
発
点
と
し
て
と
ら
え
、
そ

こ
か
ら
中
心
と
し
た
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
す
ば
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
持
っ
て
い
る

自
然
な
世
界
観

―
―
ま
ず
国
家
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
降

り
て
く
る
思
考
パ
タ
ー
ン
で
政
治
を
進

め
る
の
で
は
な
く
て
、ま
ず
人
が
い
て
、そ

こ
に
都
市
が
あ
っ
て
と
い
う
と
こ
ろ
か
出

発
す
る
考
え
方
の
ほ
う
が
自
然
だ
し
、
市

民
に
と
っ
て
は
当
然
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い

で
す
よ
ね
。

人
間
が
生
ま
れ
て
、
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
や
兄
弟
が
い
て
、
地
域
が
あ
っ
て
、
そ

の
中
で
生
活
を
し
な
が
ら
だ
ん
だ
ん
視

野
が
広
が
っ
て
い
く
中
で
、
国
と
い
う
存

在
も
あ
る
。
人
工
的
に
「
愛
国
心
」
教

育
で
植
え
つ
け
ら
れ
た
「
国
」
で
は
な
く
、

も
っ
と
自
然
な
形
で
、
自
分
た
ち
の
存
在

が
広
が
っ
た
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て

の
国
。
子
ど
も
た
ち
が
持
っ
て
い
る
自
然

な
世
界
観
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
自
然

な
「
社
会
」
や
「
世
界
」
が
で
き
る
よ
う

に
、
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

一
番
自
然
な
本
来
の
姿
は
、

平
和
の
中
で
の
繁
栄

―
―
そ
う
し
た
自
然
な
社
会
や
世
界
の
デ

ザ
イ
ン
を
考
え
る
う
え
で
、秋
葉
さ
ん
が
、本

や
講
演
の
中
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
ボ
ヘ
ミ

ア
ン
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
や
「
ゲ
イ
・
レ
ズ
ビ

ア
ン
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
は
興
味
深
い
で
す
。
活

力
を
持
っ
た
都
市
に
は
多
様
性
が
あ
る
、
と
。

ト
ロ
ン
ト
大
学
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ロ
リ

ダ
が
調
べ
た
の
は
、
世
界
の
経
済
を
動
か
し

て
い
る
原
動
力
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
彼
の
結
論
は
、
そ
れ
は
都
市
で
あ
り

都
市
連
合
だ
っ
た
の
で
す
。
た
だ
す
べ
て
の

都
市
が
同
じ
よ
う
に
元
気
が
あ
る
わ
け
で

は
な
く
、
北
米
で
言
え
ば
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
、

つ
ま
り
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
オ
ー
ス
チ
ン

や
ボ
ス
ト
ン
な
ど
の
都
市
は
経
済
的
に
も

と
て
も
元
気
で
す
。

少
数
派
の
権
利
を
ど
の
よ
う
に
担
保
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
が
長
い
間
の
伝
統
だ
っ

た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
。そ
の
隣
の
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
。
そ
れ
か
ら
ボ
ス
ト
ン
の
あ
る
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
は
、
同
性
同
士
の
結
婚
を

法
的
に
認
め
た
初
め
て
の
州
で
す
。
ま
た
テ

キ
サ
ス
州
は
ブ
ッ
シ
ュ
の
出
身
地
で
超
保
守

的
で
す
が
、
州
都
の
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
大
学

の
街
で
リ
ベ
ラ
ル
な
の
で
す
が
、
テ
キ
サ
ス

大
学
の
学
生
た
ち
が
デ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
始
め
、
若
い
人
た
ち
が
ど
っ
と
入
っ
て
来

て
よ
り
リ
ベ
ラ
ル
な
街
に
な
り
ま
し
た
。

ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
（
※
芸
術

家
が
社
会
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
ど

う
か
の
指
標
）、
ゲ
イ
・
レ
ズ
ビ
ア
ン
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
指
標
が
示
し
て
い
る
の

は
「
寛
容
さ
」
で
、
寛
容
さ
が
経
済
的
な

活
力
の
源
泉
だ
と
い
う
の
が
フ
ロ
リ
ダ
教
授

の
発
見
で
す
。
そ
し
て
寛
容
さ
と
い
う
の

は
、
実
は
平
和
そ
の
も
の
な
ん
で
す
。
そ

れ
を
言
っ
た
の
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
で
し

た
。
世
界
が
平
和
に
な
る
た
め
に
は
、
互
い

に
寛
容
で
あ
れ
ば
い
い
、
と
。
そ
こ
に
兵
器

産
業
や
、
人
が
殺
し
合
う
と
い
う
要
素
を

持
っ
て
く
る
と
い
う
の
が
そ
も
そ
も
間
違
い

な
ん
で
す
ね
。
経
済
的
に
も
マ
イ
ナ
ス
に
な

り
ま
す
。
一
番
自
然
な
本
来
の
姿
は
、
平
和

な
形
の
中
で
の
経
済
。

女
性
を
中
心
と
し
た

Visitors Industry

―
―
秋
葉
さ
ん
が
広
島
市
長
時
代
、
寛
容
さ

や
多
様
さ
と
い
う
こ
と
を
含
め
て
取
り
組
ん

だ
テ
ー
マ
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
?

一
つ
、
観
光（V

isitors Industry

）は
す

ご
く
大
事
で
、広
義
の
観
光
政
策
を
広
げ
ま

し
た
。
少
子
化
・
人
口
減
少
は
進
ん
で
い
る

け
ど
、
夜
の
人
口
は
減
っ
て
も
昼
間
の
人
口

が
増
え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
普
通
の
意
味
で

の
経
済
活
動
は
ち
ゃ
ん
と
成
り
立
ち
ま
す
。

だ
か
ら
、
昼
間
に
広
島
を
訪
れ
る
人

の
数
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、

V
isitors Industry

。
ビ
ジ
ネ
ス
、
学
校
、

買
い
物
な
ど
で
来
る
の
も
“V

isitor

”
で
す

ね
。「
四
季
」
が
公
演
し
て
い
る
か
ら
見
に

行
こ
う
、
と
か
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
が
あ
る
か

ら
、
カ
ー
プ
が
あ
る
か
ら
…
…
。
そ
う
い
う

V
isitor

を
増
や
す
上
で
大
事
な
の
は
、
そ

し
て
、
特
に
日
本
社
会
で
の
「
多
様
化
」
の

第
一
歩
は
女
性
で
す
。
で
す
か
ら
、
女
性
の

助
役
を
登
用
し
て
、彼
女
を
中
心
に
し
て
女

性
の
力
に
よ
るV

isitor

の
拡
充
を
図
ろ
う

と
し
ま
し
た
。
で
も
、
結
局
、
市
議
会
が
承

認
せ
ず
、残
念
な
が
ら
「
理
事
」
と
い
う
形

で
来
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
直
接
民
主
制
に
近
づ
け
る
た

め
に
住
民
投
票
制
度
も
作
り
ま
し
た
が
、そ

の
一
環
と
し
て
、
投
票
で
き
る
の
は
、
国
籍

に
関
係
な
く
18
歳
以
上
の
す
べ
て
の
市
民

に
し
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
け
れ
ど

も
、
多
様
性
を
担
保
す
る
た
め
に
。

女
性
や
高
齢
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
や
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
振

興
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
違
っ

た
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
活
躍
で
き
る
環
境
を
提

供
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
一
つ
時
代
の
先
取
り
に
な
る
か
も
知

れ
な
い
と
考
え
方
の
は
、
コ
ス
プ
レ
の
支
援

で
す
。
今
か
な
り
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
こ
れ
か
ら
が
面
白
く
な
り
そ
う
で
す
。

フ
ロ
リ
ダ
教
授
の
研
究
・
調
査
の
中
で
、

初
期
に
重
要
だ
っ
た
指
標
が
「
女
性
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
」
な
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は

ど
の
都
市
も
力
を
入
れ
て
き
た
た
め
、
も

は
や
都
市
間
の
差
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
「
寛
容
さ
」

の
指
標
と
し
て
社
会
に
お
け
る
女
性
の
位

置
付
け
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意

味
で
は
、
女
性
を
登
用
し
て
、
女
性
中
心

のV
isitors Industry

戦
略
を
実
行
す
る

こ
と
は
定
番
と
言
っ
て
良
い
と
思
い
ま
す
し
、

一
番
合
理
的
な
選
択
で
し
た
。

前広島市長　秋葉 忠利さん
東京大学理学部出身。 マサチューセッツ工科大学でPh.D. を取
得後、ニューヨーク州立大学等で教鞭をとる。1990年 から衆
議院議員を務めた後、1999年に広島市長就任、平和市長会
議（現・平和首長会議）会長を務め、核兵器廃絶の国際世論を
喚起。2010年、アジアのノーベル賞といわれる「マグサイサイ
賞」を受賞。その後2014年まで広島大学特任教授

都
市
・
自
治
体
が
連
携
し
て

世
界
の
重
要
な
決
定
を

し
て
い
く
時
代
へ

―
―
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
都
市
・
自

治
体
の
課
題
や
可
能
性
が
広
が
っ
て
見
え

て
き
ま
す
。

本
当
に
意
味
の
あ
る
仕
事
を
し
よ
う
と

思
っ
た
ら
、
や
は
り
基
礎
自
治
体
。
も
っ
と

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が
基
礎
自
治
体
を

基
盤
に
し
て
、
自
分
た
ち
の
言
葉
で
発
言
を

し
て
い
く
と
い
う
の
が
す
ご
く
大
事
。
そ
れ

か
ら
現
在
の
制
度
の
枠
だ
け
に
囚
わ
れ
て

考
え
る
の
は
や
め
た
ほ
う
が
い
い
。
都
市
同

士
が
国
際
的
に
連
携
す
る
、あ
る
い
は
国
連

と
直
接
つ
な
が
る
よ
う
な
形
で
、
新
し
い
問

題
提
起
を
ど
ん
ど
ん
し
て
い
く
と
い
う
時

代
に
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
。

―
―
世
界
1
6
0
か
国
の
6
0
0
0
都

市
が
加
盟
す
る
「
平
和
首
長
会
議
」
な
ど

は
、
ま
さ
に
そ
の
典
型
で
す
よ
ね
。

そ
う
い
う
努
力
を
、
も
っ
と
も
っ
と
し
た

ら
い
い
と
思
う
。
現
実
の
し
が
ら
み
か
ら
思

考
を
解
き
放
つ
た
め
の
「
思
考
実
験
」
と
し

て
例
え
ば
今
の
国
連
総
会
を
上
院
と
し
て

も
う
一
つ
下
院
を
作
る
。
そ
の
下
院
は
、
世

界
の
都
市
の
代
表
が
構
成
す
る
こ
と
を
考

え
た
ら
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
上
院
は
国

の
代
表
、
下
院
は
都
市
の
代
表
と
い
う
形

で
、
世
界
の
重
要
な
決
定
を
し
て
い
く
。
そ

う
い
う
姿
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
頭
に
置
い

て
、
ど
う
い
う
活
動
を
し
た
ら
い
い
か
と
考

え
て
い
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
見
え

て
き
ま
す
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
何
が

必
要
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
つ
つ
、
都
市
自

体
の
構
想
を
ち
ゃ
ん
と
作
っ
て
い
っ
た
ら
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
―
国
の
「
枠
組
み
」
を
突
破
し
て
構
想

し
、
動
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

既
成
の
概
念
や
制
度
を
変
え
よ
う
と
す

る
と
、
必
ず
そ
れ
を
押
し
潰
そ
う
と
す
る

力
が
働
き
ま
す
。
そ
れ
に
対
抗
す
る
一
つ
の

方
法
は
数
で
す
。
一
つ
や
二
つ
の
都
市
の
段

階
で
は
ま
だ
力
が
な
く
て
も
、
た
く
さ
ん
の

都
市
が
動
け
ば
、
国
が
い
じ
め
を
し
よ
う
と

思
っ
て
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、た
く
さ
ん
の
都
市
に
呼
び
か
け
て
、一

緒
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
全
編
は
緑
の
党
の
公
式
w
e
b
サ
イ
ト

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
　
聴
き
手
：
坂
田
光
永（
緑
の
党

広
報
部
）

都市からデザインする平和と繁栄

INTERVIEW

号
泣
県
議
が
議
会
改
革
の
引
き
金
を
引
く
!

今
年
7
月
に
野
々
村
竜
太
郎
元
兵
庫
県
議
が
、
1

年
間
で
城
崎
温
泉
な
ど
に
1
9
5
回
訪
れ
、
3
年
間

で
約
2
8
0
万
円
分
の
大
量
の
切
手
を
購
入
し
て
い

た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、そ
れ
ら
が

虚
偽
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
聞

報
道
が
さ
れ
て
か
ら
、
元
議
員
が
す
ぐ
に
会
見
を
開

い
た
の
で
す
が
、
十
分
な
説
明
を
せ
ず
号
泣
し
た
こ

と
で
、こ
の
問
題
は
一
気
に
全
世
界
に
伝
わ
り
ま
し
た
。

議
会
は
元
県
議
の
疑
惑
を
十
分
調
べ
る
こ
と
な
く

元
県
議
に
辞
職
勧
告
し
、
虚
偽
公
文
書
偽
造
等
で
刑

事
告
発
し
ま
し
た
。
誰
が
見
て
も
、
早
期
の
幕
引
き

を
図
っ
た
と
し
か
見
え
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
疑
問
の

あ
る
政
務
活
動
費
の
支
出
が
、
野
々
村
元
県
議
だ
け

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
私
は
野
々
村
元
県
議
の
支
出
内
容
を

調
べ
、
切
手
購
入
の
名
目
で
、
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
な
ど

の
金
券
を
買
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
や
他
の

議
員
に
よ
る
切
手
大
量
購
入
等
の
事
実
を
明
ら
か
に

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
は
、

県
議
会
Ｈ
Ｐ
で
の
収
支
報
告
書
、
会
計
帳
簿
の
公
開
、

出
張
報
告
書
の
提
出
義
務
付
け
な
ど
の
提
案
も
行
い
、

そ
の
多
く
は
実
現
す
る
方
向
で
す
。
支
出
基
準
の
見

直
し
に
手
を
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
な
ど
の
課
題
は
あ

り
ま
す
が
、
現
時
点
で
兵
庫
県
議
会
の
改
革
は
全
国

都
道
府
県
議
会
の
中
で
ト
ッ
プ
に
立
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。

議
会
改
革
は
1
人
か
ら
始
め
ら
れ
ま
す
!

い
き
な
り
大
き
な
議
会
や
行
政
の
制
度
改
革
を

行
う
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
が
、
普
通
の
市
民
感

覚
を
持
つ
人
が
1
人
議
会
に
入
れ
ば
、
議
会
は
間
違

い
な
く
動
い
て
い
き
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
は
、
内
部
の
情
報
を
ド

ン
ド
ン
外
部
に
発
信
す
る
こ
と
で
す
。
あ
ま
り
難
し

く
考
え
ず
、
議
員
を
先
生
と
呼
ぶ
の
は
な
ぜ
? 

と
い

う
よ
う
な
最
初
に
そ
の
問
題
に
遭
遇
し
た
時
に
お
か

し
い
な
と
思
っ
た
こ
と
を
、
通
信
や
Ｆ
Ｂ
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
で
市
民
に
ど
ん
ど
ん
情
報
を
伝
え
て
行
く

こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
課
題
解
決
を
目
指
す
市
民
活
動
と
連
携
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
議
会
の
中
で
孤
軍
奮
闘

し
て
も
、
制
度
は
な
か
な
か
変
わ
り
ま
せ
ん
。
情
報

公
開
制
度
な
ど
を
活
用
し
、
様
々
な
課
題
や
問
題
点

を
明
ら
か
に
し
、
市
民
と
の
情
報
共
有
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
今
回
の
野
々
村
事
件
の
よ
う
に
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
上
手
に
掴
め
ば
、
制
度
を
大
き
く
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
逃
さ

ず
問
題
提
起
す
る
た
め
に
も
、
良
識
あ
る
議
員
が
1

人
議
会
に
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

市民感覚を持つ人が議会に入れば議会は変わる!　

兵
庫
県
議
会
議
員　

丸
尾　

牧


